
広報クイズ
今月の『広報

そうじゃ』を読
んで、次のクイズ
にお答えください。
Ｑ１ 今年のガラス張り公開市長室
は、７月○日からスタート
【応募方法】 はがきに答えと住所、氏
名、電話番号、市政や広報紙に対する
ご意見やご要望を明記のうえ、編集室
へ。正解者のなかから２人にチュッピ
ーのジクソーパズルを贈ります。
【応募期限】 ７月３１日c
【５月号の答え】 ２５０
【５月号の当選者】 東山早苗さん（泉）、
磯山大晴さん（中原）。

〔応募者数４人〕
■応募先　〒７１９－１１９２　中央一丁目
１番１号　総社市役所企画課
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読者のページ

読者の皆さんから届いたお便りなどを紹介します

市 民 憲 章

わたくしたちは、美しい自然と豊か
な吉備文化にはぐくまれている総社市
民です。
このことに誇りと責任をもち明るく

豊かなまちをつくることにつとめます。
１郷土を大切に

美しい環境をまもりましょう。
１生涯学び

明るい家庭をきずきましょう。
１たがいに助け合い

あたたかいまちをつくりましょう。

◎市の花/れんげ
◎市の木/もみじ
◎市の鳥/タンチョウ

市 の 花 ・ 木 ・ 鳥

今 月 の 表 紙

雪舟くん“のり得！サービス”
を利用して、市役所玄関前の農業
公社の直売所で買い物をする人

■夏休みを前に、校正をしなが
ら予定を立てている日々。今年
も雪舟フェスタの花火が楽しみ
だ。
■走食系チルドレン育成プロジ
ェクトで元オリンピックランナ
ーの走りを見た。やはり違いを
感じさせられた。
■楽しいイベントがめじろ押し
の夏。皆さん広報紙を参考に良
い思い出を作ってね。
■写真を撮るのも、文章を書く
のも難しい。いつまで失敗が許
されるのかな……。

編 集 後 記

チュッピーのジクソーパズルが当たる
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岡
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激
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と
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葉
が
あ
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の

取
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に
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の
が
あ
り
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に
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。
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） キャンプで災害時の避難所を疑似体験した団員
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５０周年記念式典でアトラクションとして行われ
た救助訓練。県防災ヘリ「きび」（写真上）と連携
した訓練が行われ、消防職員が日ごろの訓練の成
果を披露した

一丁ぐろ古墳群への道に案内板を設置

総総
社社
市市
消消
防防
本本
部部
とと
消消
防防
署署
がが
発発
足足
しし
てて
５５００
周周
年年
をを
迎迎
ええ

まま
しし
たた
。。
災災
害害
かか
らら
、、
住住
民民
のの
生生
命命
、、
身身
体体
及及
びび
財財
産産
をを
守守

るる
責責
務務
をを
半半
世世
紀紀
にに
わわ
たた
りり
果果
たた
しし
てて
きき
まま
しし
たた
。。

節節
目目
のの
年年
をを
祝祝
うう
たた
めめ
５５
月月
３３１１
日日
にに
、、
消消
防防
本本
部部
にに
おお
いい

てて
記記
念念
式式
典典
をを
開開
催催
。。
ここ
れれ
をを
契契
機機
にに
、、
職職
員員
一一
丸丸
とと
なな
りり

「「
熱熱
意意
」」
とと「「
誠誠
意意
」」
とと「「
創創
意意
」」
をを
もも
っっ
てて
、、更更
にに
信信
頼頼
ささ
れれ

るる
消消
防防
とと
しし
てて
努努
力力
をを
重重
ねね
てて
いい
くく
決決
意意
をを
しし
まま
しし
たた
。。

ここ
れれ
かか
らら
もも
市市
民民
かか
らら
信信
頼頼
ささ
れれ
、、
災災
害害
にに
強強
くく
安安
心心
しし

てて
暮暮
らら
せせ
るる
まま
ちち
づづ
くく
りり
をを
目目
指指
しし
まま
すす
。。
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昭和４２年、旧市役所庁舎前
（現ＮＴＴ付近）で行われてい
る通常点検


